
な
け
れ
ば
、
患
者
さ
ん
は
決
し

て
心
身
と
も
に
健
康
を
取
り
戻

し
た
と
い
う
実
感
は
得
ら
れ
ま

せ
ん
。
実
際
、
患
者
さ
ん
は
歯

の
機
能
回
復
だ
け
で
な
く
、
形

態
や
色
調
も
重
視
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
一
般
の
歯
科

診
療
と
比
べ
て
、
審
美
歯
科
治

療
は
金
銭
的
な
問
題
や
治
療
内

容
な
ど
に
関
し
て
、
患
者
さ
ん

と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
な
い

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
本
学
会
で
は
そ
の
よ
う
な

心
配
を
払
拭
で
き
る
よ
う
に
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
歯
の
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
処
置
の
患
者
へ
の
説
明

と
同
意
に
関
す
る
指
針
」
を
策

定
し
、
本
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。「
本
学

会
会
員
、
特
に
認
定
医
で
あ
れ

ば
、
安
心
し
て
審
美
歯
科
治
療

を
受
け
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

徹
底
し
、
患
者
さ
ん
の
信
頼
を

行
っ
て
い
ま
す
。

歯
科
審
美
学
と
は
、
顎
口
腔

に
お
け
る
「
形
態
美
」「
色
彩

美
」「
機
能
美
」
の
調
和
を
図

り
、
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る

歯
科
医
療
の
た
め
の
教
育
及
び

学
習
に
関
す
る
学
問
体
系
と
定

義
し
て
い
ま
す
。
審
美
歯
科

は
、
歯
科
審
美
学
を
実
践
す
る

治
療
で
、
単
な
る
美
容
目
的
の

治
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
学
会
で
は
機
関
誌

「
歯
科
審
美
」
を
年
２
回
、
３

月
と
９
月
に
発
行
し
て
お
り
ま

す
。
機
関
誌
で
は
、
審
美
歯
科

学
に
関
す
る
研
究
発
表
や
審
美

歯
科
治
療
に
関
す
る
症
例
報
告

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
審
美
歯
科
」「
審
美
歯
科
治

療
」
と
い
う
言
葉
は
、
国
民
に

広
く
周
知
さ
れ
普
及
し
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、「
何
と

な
く
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
も
耳

に
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
学
会

で
は
、「
審
美
歯
科
」「
審
美
歯

科
治
療
」
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
い
表
現
で
再
定
義
を
行
い
、

こ
れ
を
国
民
に
周
知
す
る
こ
と

が
急
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
会
は
こ
れ
ま
で
に
Ａ
Ａ

Ａ
Ｄ
（
ア
ジ

ア
歯
科
審
美

学
会
）
と
Ｉ

Ｆ
Ｅ
Ｄ
（
国

際
歯
科
学

会
）
の
創
設

に
関
わ
り
ま
し
た
。
現
在
、
Ａ

Ａ
Ｃ
Ｄ
（
米
国
美
容
歯
科
学

会
）、
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
韓
国
歯
科

審
美
学
会
）
と
姉
妹
学
会
協
定

を
結
び
、
学
術
交
流
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

―
歯
科
審
美
に
つ
い
て
も
う

少
し
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

歯
科
治
療
に
お
い
て
、
機
能

の
回
復
と
と
も
に
き
れ
い
な
歯

並
び
と
歯
の
形
、
そ
し
て
歯
の

色
調
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
歯
科
治
療
に
よ
っ
て
機

能
を
回
復
で
き
た
と
し
て

も
、
審
美
的
満
足
感
が
得
ら
れ

略　歴
1984年、東京医科歯科大学歯学部卒業。1988年、同大学大
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本歯科審美学会理事長。所属学会は、日本歯科審美学会、日本
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得
ら
れ
る
よ
う
学
会
と
し
て
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

―
学
会
設
立
の
経
緯
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

80
年
代
半
ば
に
、
歯
科
審
美

が
国
内
外
で
認
知
さ
れ
は
じ

め
、
東
京
歯
科
大
学
の
羽
賀
通

夫
先
生
と
大
阪
大
学
歯
学
部
の

丸
山
剛
郎
先
生
ら
が
行
動
を
起

こ
し
、
１
９
８
８
年
４
月
に
第

１
回
日
本
歯
科
審
美
研
究
会
総

会
・
学
会
が
開
催
さ
れ
、
本
学

会
の
前
身
が
発
足
し
ま
し

た
。
初
代
会
長
は
羽
賀
先
生

で
、
ア
ジ
ア
歯
科
審
美
学
会
の

創
設
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
会
は
、
１
９
９
０
年
に

日
本
歯
科
審
美
学
会
に
名
称
変

更
し
、
２
０
１
５
年
４
月
１
日

に
、
法
人
格
を
持
つ
「
一
般
社

団
法
人
日
本
歯
科
審
美
学

会
」
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

「
歯
科
医
師
」「
歯
科
技
工

士
」「
歯
科
衛
生
士
」
が
加
入

し
、
合
計
で
約
６
０
０
０
名
の

会
員
が
い
ま
す
。
設
立
当
初
か

ら
開
業
医
の
会
員
が
多
い
の
も

―
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
貴
学
会

の
医
療
技
術
評
価
提
案
書
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改

定
を
巡
り
、
本
学
会
は
医
療
技

術
評
価
提
案
書
と
し
て
、
①
前

歯
部
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
、
②
歯
科
用
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
装
置
を
用
い
た
フ

ァ
イ
バ
ー
補
強
高
強
度
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
③

臼
歯
部
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ク
ラ
ウ

ン
︱
の
３
点
を
厚
生
労
働
省
に

提
出
し
ま
し
た
。

ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、
前
歯

部
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
は
保
険

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
規
格
化

さ
れ
た
歯
冠
色
を
有
す
る
レ
ジ

ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る
点
か

ら
、
再
現
可
能
な
色
調
に
制
約

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
治
療
に

要
す
る
コ
ス
ト
を
勘
案
し
た
点

数
を
求
め
、
提
案
し
ま
し
た
。

次
に
②
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
３
ユ
ニ
ッ
ト
の
ブ
リ
ッ
ジ

の
補
綴
治
療
で
は
、
歯
科
用
金

属
材
料
（
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合

金
）
が
保
険
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
提
案
に
よ
り
金
属
代

替
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
メ
タ
ル
の
使
用
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
、
医
療
費
の
削
減

・
抑
制
に
つ
な
が
り
、
国
民
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
③
に
つ
い
て
は
、
前

歯
部
に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
臼
歯
部
に
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
歯
学
教
育
で

は
、
必
ず
装
着
す
る
よ
う
に
教

え
ら
れ
て
い
る
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ク
ラ
ウ
ン
が
保
険
で
は
無
料
サ

ー
ビ
ス
（
再
診
料
に
包
括
さ
れ

て
い
る
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
歯
学
生
に
期
待
す
る
こ
と

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
は
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
し
っ
か
り
対
応

で
き
て
い
ま
す
。
学
生
の
方
が

我
々
教
員
よ
り
も
Ｉ
Ｔ
関
係
の

ツ
ー
ル
の
習
熟
度
が
早
く
、
逆

に
教
員
の
方
が
学
生
か
ら
教
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の

習
熟
と
環
境
適
応
の
速
さ
に
は

感
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
グ
ル
ー
プ
学
習
で
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
何
の
抵
抗
感
も
な
く

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で

き
、
学
生
は
最
初
か
ら
授
業
は

そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
し
、
学
生

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を
感

じ
ま
す
。

―
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

  

『
夢
は
必
ず
叶
う
』
で
す
。

こ
れ
は
、
私
の
元
上
司
で
、
本

学
会
元
会
長
の
田
上
順
次
先
生

が
、
揮
毫
（
き
ご
う
）
や
寄
せ

書
き
の
際
に
、「
夢
は
大
き

く
」
と
い
う
言
葉
を
書
い
て
い

ま
し
た
。
私
は
、
田
上
先
生
の

寄
せ
書
き
の
下
に
『
夢
は
必
ず

叶
う
』
と
よ
く
書
き
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
の
源
は
、
か
の
ウ
ォ

ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
言
葉
で

す
。
彼
は
、「
夢
を
追
い
続
け

る
勇
気
さ
え
あ
れ
ば
、
す
べ
て

の
夢
は
叶
う
（A

ll our 
d

re
a

m
s ca

n
 co

m
e 

true, if w
e hav

e the 
cou

rag
e to p

u
rsu

e 
them

.

）」
と
い
う
言
葉
を
残

し
て
い
ま
す
。
や
は
り
夢
は
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
決
し
て
叶

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夢
を

持
ち
、
そ
れ
を
追
い
続
け
て
い

れ
ば
、
必
ず
叶
う
と
、
私
は
願

っ
て
お
り
ま
す
。

―
本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

視点

 

医
療
技
術
評
価
提
案
書

三位一体で活動する場が必要
歯 科 医 師 、歯 科 技 工 士 、歯 科 衛 生 士

「
形
態
美
」「
色
彩
美
」「
機
能
美
」。
３
つ
の
視
点
か
ら
患
者

を
幸
福
に
導
く
た
め
の
学
問
で
あ
る
、「
歯
科
審
美
学
」。
一
方

で
、「
審
美
歯
科
」
は
単
な
る
美
容
目
的
の
治
療
と
誤
解
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
一
般
社
団
法
人
日
本
歯
科
審
美
学
会
は
、「
歯
科

審
美
」
に
つ
い
て
国
民
に
正
し
く
伝
え
、
高
い
医
療
技
術
で
そ
れ

を
実
践
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
今
回
は
同
学
会
の
理
事
長

を
務
め
る
大
槻
昌
幸
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
学
会
の
活
動
や
独

自
の
認
定
医
制
度
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。
聞
き
手
は
坪
田
有
史

会
長
。

―
学
会
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
日
本
歯
科
審

美
学
会
は
、英
語
で
「Japan 

A
cadem

y of E
sthetic 

D
entistry

」
と
訳
し
ま
す

（
略
称
「
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｄ
」）。
設
立

目
的
は
、「
歯
科
審
美
に
関
す

る
学
問
と
技
術
を
研
究
し
、
歯

科
審
美
学
の
進
歩
発
展
を
図
る

と
と
も
に
、
会
員
が
顎
口
腔
の

形
態
美
・
色
彩
美
・
機
能
美
の

調
和
が
図
ら
れ
た
歯
科
医
療
を

実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民

の
健
康
増
進
及
び
福
祉
の
向

上
、
活
力
あ
る
円
滑
な
社
会
生

活
の
実
現
並
び
に
人
々
の
幸
福

感
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ

と
」
と
定
款
で
定
め
、
活
動
を

本
学
会
の
特
徴
で
す
。
学
会
の

理
事
長
に
開
業
医
の
会
員
が
就

任
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
多
く
の
開
業
医
の
会
員
が

役
員
と
し
て
学
会
運
営
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
学
会
の
特
徴
と
し

て
歯
科
技
工
士
、
歯
科
衛
生
士

が
多
数
入
会
し
て
い
る
こ
と
も

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
審
美
歯
科
治

療
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
歯
科
治
療
は
チ
ー
ム

医
療
で
す
。
審
美
歯
科
治
療
の

実
践
の
た
め
に
、
歯
科
医
師
、

歯
科
技
工
士
、
歯
科
衛
生
士
が

一
緒
に
、
し
か
も
同
じ
立
場
で

や
っ
て
い
く
場
所
と
し
て
、
い

わ
ば
「
三
位
一
体
」
と
い
え
る

本
学
会
の
よ
う
な
学
術
団
体
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
で
は
、
第
32
回
学
術
大
会

の
聞
き
ど
こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

本
学
会
で
は
毎
年
学
術
大
会

を
開
催
し
て
お
り
、
２
０
２
１

年
は
11
月
13
・
14
日
に
東
京
・

お
台
場
で
第
32
回
学
術
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２

０
２
２
年
は
、「
形
態
・
色
彩

・
機
能
、
三
位
一
体
の
歯
科
審

美
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
第
33
回

学
術
大
会
を
10
月
15
・
16
日
の

２
日
間
、「
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
新

潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
」
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。
こ
こ
で

は
、
歯
科
保
存
分
野
か
ら
「
長

期
的
耐
久
性
を
考
慮
し
た
ダ
イ

レ
ク
ト
レ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
」、
補
綴
歯
科
分
野
か
ら

「
咀
嚼
機
能
と
耐
久
性
を
重
視

し
た
審
美
的
補
綴
治
療
」、
歯

科
矯
正
分
野
か
ら
「
中
高
年
者

の
歯
周
︱
矯
正
治
療
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
3
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
歯
科
衛
生
士
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、「
修
復
物
・
補
綴
物
メ

イ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
チ
ー
ム
医

療
」
を
、
歯
科
技
工
士
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、「
審
美
的
歯
科
補

綴
治
療
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の

情
報
伝
達
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

審
美
歯
科
治
療
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
、
歯
科
医
師
、
歯
科
技

工
士
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
チ

ー
ム
医
療
に
つ
い
て
公
開
討
論

を
行
い
ま
す
。

学
術
大
会
の
他
に
、
年
に
数

回
、
学
術
講
演
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
ま
し
た
。

―
専
門
医
制
度
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

本
学
会
で
は
、「
歯
科
審
美

学
の
専
門
的
知
識
お
よ
び
臨
床

技
能
・
経
験
を
有
す
る
歯
科
医

師
に
よ
り
、
歯
科
審
美
医
療
の

高
度
な
水
準
の
維
持
と
向
上
を

図
り
、
国
民
の
保
健
福
祉
に
貢

献
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、

そ
れ
を
達
成
で
き
る
歯
科
医
師

を
育
成
し
、
国
民
の
保
健
福
祉

に
貢
献
す
る
た
め
、
１
９
９
６

年
に
『
日
本
歯
科
審
美
学
会
認

定
制
度
』
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
認
定
医
は
、
歯
科
審
美

学
領
域
に
お
け
る
診
断
と
治
療

の
た
め
の
高
い
歯
科
医
療
技
能

を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
他
診

療
科
の
歯
科
医
師
ま
た
は
医
科

の
医
師
か
ら
の
要
請
に
応

じ
、
適
切
な
指
示
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
能
力
を
持
つ
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、「
歯
科
審
美
に
関
す
る
領

域
の
疾
患
の
診
断
お
よ
び
治

療
」
に
関
す
る
能
力
の
み
な
ら

ず
、「
学
術
大
会
の
参
加
」
お

よ
び
「
歯
科
審
美
学
に
関
す
る

研
究
発
表
」
等
を
認
定
の
た
め

の
基
本
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歯
科
審
美
学
の
専
門

的
知
識
お
よ
び
臨
床
技
能
・
経

験
を
持
つ
歯
科
技
工
士
と
歯
科

衛
生
士
を
対
象
に
、
２
０
０
３

年
か
ら
『
認
定
士
制
度
』
を
、

さ
ら
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ

の
基
本
的
知
識
を
習
得
し
、
適

切
な
情
報
の
普
及
と
ア
ド
バ
イ

ス
の
で
き
る
人
材
の
養
成
を
目

的
と
し
、
歯
科
衛
生
士
を
対
象

に
、
２
０
０
７
年
か
ら
『
ホ
ワ

イ
ト
ニ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
』
と
い
う
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

 

国
民
の
健
康
増
進
や

 

幸
福
感
向
上
へ
の
寄
与
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